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し名古屋いのちの電話
１９８７年度事業報告
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数 字 で 示 す 着 実 な 歩 み

増 加 す る 相 談 件 数

１９８５年の７月１日に「名古屋いのちの電話」が開

局して以来、まもなく３周年を迎えようとしていま
す。１９８６年の１年間には、９、１６３件、１９８７年には、１

１、７０８件の電話を受信しました。開局以来の受信件

数は３万件を超えています。
このような、利用者の増加傾向は「名古屋いのち

の電話」の着実な歩みを表しているものといえま

す。
１９８８年４月１日から相談電話を２台にし、さらに

利用者のニーズに応えられる体制をつくっていま
す。
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多 様 化 す る 相 談 内 容

「いのちの電話」では、図１で示してあるＨの項

目に相談内容を分類しています。どの項目をとって
みても、利用者にとっては、切実で重大な内容に違
いありません。

相談内容とその１件あたりの所要時間は図１であ

らわれているように多岐にわたっており、所要時間

も男性は平均約１５分、女性は平均約２９分となってい

ます。「いのちの電話」の相談内容は、「世相を写

す鏡」のような傾向があり、この１年間をとってみ

ても、「エイズの不安」などの社会問題がダイレク

トに持ち込まれます。これも電話の持つ「いつでも、

どこからでも、どんな問題でも」相談できる利点で

はないでしょうか。

匹 】 皿 ふ な ‘ １ １ 心 分

図１．相談内容別相談状況１９８７．１．１～１９８７．１２．３１
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孤 独 な 若 者 た ち

男性からの相談は、１０代・２０代の青少年で５０％を
占めています。特にこの年代の男性の相談では、性
の不安が数多くみられます。また、学校生活での悩
み・男女交際・恋愛問題・家族への不満・人生の生
き方など不安定な１１年期にひとりで悩ｉｌ：ぶ若者の姿を

象徴しているようです。
男性の相談件数は、年代が増すごとに激減してい
ます。これは、わが国の社会で男性が自分の悩みご
とを進んで他人に話すことを恥とする傾向と大きく

関連があるかも知れません。

レ 多 い 女 性 め 悩 み
Ｊ Ｉ ／ ’ ● Ｉ ● ； ， - Ｆ

女性の利用者の半数は、２０代から４０代となってい
ます。近年、女性の地位が向上したとはいえ、また

家庭や社会で多くの負担が女性にしわ寄せされてい
る現実があります。しかも、家族の絆は弱まりつつ

あり、女性の悩みを家族の中だけで受け止めること
はきわめて難しい状況になっています。そういった

時、誰にも打ちあけられなかった悩みや苦しみをい
のちの電話で受け止めてもらい「解決の糸口がみつ

かった」「励まされた・」という利用者からの声が数

多く寄せられています。

６０代以上
０．４８％

自 殺 防 止 へ の か か わ り

心痛む“自殺”、を何とか未然に防ぎたい……という願いで生まれた「いの
ちの電話」の活動で「自殺予防へのかかわり」をぬきにすることはできません。
１９８７年の１年間にかかってきた有効相談件数９、４２１件のうち相談員が「自殺

の危険性がある」と判断ｌ．．ｙこ件数は、男性５７件、女性１２３ｆ牛で合計１８０件でした。
これは、全相談件数の１．９％にあたります。その数は必ずしも多くはありませ
んが、このような緊急の電話１件あたりの相談時間は、平均３８分で通話全体の

平均時間２２分に比べ１．７倍の時間を要しています。
１９８７年の全国の自殺者は２５、５２４人で交通事故死者は９、３４７人です。自殺者は

交通事故死者のおよそ２ン５倍となっています。しかし、交通事故防止対策に注
ぐエネルギーに比べ自殺予防に関する社会の取り組みは決して充分なものとは
いえません。その中にあっていのちの電話による自殺予防活動の軍要性はます

ます高まってきています。

ひ と り ぽ っ ち で 悩 ま ず に … … … ０ ５ ２ （ ９ ７ １ ） ４ ３ ４ ３

３ -



１９８７年度事業報告

１９８５年７月にスタートした名古屋いのちの電話もお陰様で３年目を迎えることが

できました。皆様のご協力・ご援助のおかげでいのちの電話活動を続けることがで

きましたことを感謝申し上げますとともに、１９８７年度事業報告をさせていただきま

す。

１９８７年度の主な行事

４月

４月７日

５月２７日

６月２日

７月４日

９月２１日

１１月１７日

１１月２４日

１１月２５日

１２月１２日

１９８８年

基金委員会発足（豊田寿子委員長）

第２期生認定式

理事会

由紀さおり・安田祥子

チャリティーコンサート

第２回ボランティアフォーラム

理事会

遠藤周作公開講演会

第３期生認定式

理事会

親睦会

１月２５日理事会

３月１４日｝改装工事
２５日

４月１日相談電話１台が増設（２台で受信）

理 事
- - -
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１９８７年度は、２蔀寺間体制へ・！）足掛りとしてセンターハ

改装・電話台数を２台に増設（財団法人丸紅基金か

らの助成による）を行うことができました。また、

電話相談のボランティアも第２期生・第３期生を迎

え、財政面でも各方面からの助成を受けることがで

き徐々に充実させていくことができました。

人事面では、設立当初の困難な時に事務局長の大

任を引き受けてくださった小川義雄さんと、主事と
して献身的に働いてくださった佐藤加恵さんが相次

いで退任されました。一時、事務局はどうなるのか

と心配しましたが、幸い後任に経験豊富な笠井康助

さんをお迎えすることができました。交替の時期に

大勢の方々が事務のボランティアとして助けて下さ
いましたことは、今後の運営面に貴重ｙま経験になり、

心 強 い 宝 物 と な り ま し た 。 や
１９８８年度もさらに「名古屋いのちの電話」の充実

を計り、組織づくり・財政基盤の確立に向けて活動

を続けたいと思いますのでご協力お願いいたします。

堀
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西
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渡
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財務委員会

１９８７年度は、名古屋いのちの電話の開設第３年目に

あたりました。自殺を未然に防止するのに役だっ

「電話による相談」の充実・発展は、相談員の数的

な増強と質的な研修向上というソフト面における充

実増強と、設備の拡充というハード面での整備がそ
の内容と考えられます。そうして、この相談事業そ

のものは収入が伴うようなものではなく、むしろ、

活動がすすめばすすむほど、経費が増大する仕組み
を本質的に保有しているものであります。これらの

経費もまた篤志の賛助・寄付・助成により支えら

れるという構図のもとにある以上、活動の拡大充実
への願いは、賛助会員の増加・寄付者の開拓を伴わ

ない限り、画餅に期する宿命をはらんでいるのであ

ります。

財務委員会の任務は、電話相談の機能とサービス
が充分に整えられるための必要経費をいかに充たし

ていくか、そのために、協力者・支持者をいかに拡

大していくかにあります。いのちの電話の経済的側

面をいかに整えるかが任務の中心眼目であります。

したがって、開設３年目「草創の時期」から「整

備拡充の時期」に向かいつつあるこの年度、財務委

員会の課題は、次の３項目に大きくしぼられるかた
ちとなりました。

①増大する経費をまかなうために、賛助会費の
ｒ 増 強 を は か る 。

②寄付金・助成金の新規開拓をはかる。

③財政基盤の確立をはかるために法人化を急ぐ。
そのための基金募集を行う。

①の、賛助会員の増強は、開設以来毎年度、設定
した目標達成への途次にありますが、関係の方々の

不断の努力により、徐々に成果をあげつつあるとい
えます。

会員数 賛助会費
１９８５年度 ４０２名 ２ｊ２２，０００

１９８６年度 ４６６名 ２，！｝９０，０００

１９８７年度 ５５８名 ；ｌ，１５５９，０００

５

チャリティーコンサートや公開講演会をはじめ種々

の機会に、さまざまな形で払われた努力が「いのち

の電話」の理解者の拡大に役だっているものと思わ

れます。

②寄付・助成の新規開拓は、主として事務局の

尽力に負うところが大きく、この年度はかなりの成

果をあげることができました。従来の寄付金助成に

加えて、新規に支援いただけた寄付・助成の主なも
のは次のとおりでありました。

電気通信普及財団
社会福祉法人丸紅基金
中日新聞社社会事業団
名古屋ロータリークラプ
愛知県共同募金会
東海テレビ福祉文化事業団

１００万円

３００万円

３０万円

３０万円

２０万円

２０万円

③以上・Ｚ）①②の計画を促進するためにも、「い
のちの電話」を恒久的に維持発展させるためにも、

当初からの悲願でありました社会福祉法人格の取得
が急務であり、法人化のための基金として３、０００万

円の基金募集を実施することになりました。豊田寿

子理事を委員長とする委員会が発足しました。社会

福祉法人として一日も早く認可を得、さらに広範囲
の支援を地域社会より受けられるよう願っていま

す 。 （ 財 務 委 員 長 木 本 精 之 助 ）

財務委員
木 本
勝 野
加 藤
加 藤
木 島
小 山
田
沢

豊
西

精之助
允 夫
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迪 春
司
勇
子
正

正

寿

信



運営委員会

１９８７年度の委員会は１１名で構成し、毎月１回委員いただきたいと思います。

会を開催しました。また特別の行事の企画では、委

員以外の方にも手伝っていただきました。「いのち
の電話」は、電話相談員と献身的に奉仕してくださ

る理事の方々や諸委員、またボランティア部の人た

ちの働きなしには運営ができないことを痛感し、改

めて感謝いたします。

さて、昨年度の「運営委員会」では、設立３年目

を迎えて「名古屋いのちの電話」の組織や運営のあ

り方を見直してはどうかということで、検討委員会

を立て、問題点を拾い出していただきました。その

中で多くの重要な問題点が指摘されましたが、それ
らの対策を実施するためにはかなりの時間と検討を

必要としますので、フォーラムで出された意見も含

めて整理し、徐々に運営に反映させていくようにし

たいと思います。相談員の相互連絡のための世話人

会の発足、相談電話２台の設置、と電話室の改修など、

懸案の一部はすでに具体化ざれましたが、まだ組織、

運営の改善や二十四時間への移行、また内規の整備

など多くの課題を残しております。特に、深夜も休

まない二十四時間体制にするためには、まだ相談員

が足りません。ボランティアの電話相談員とそれを

支えてくださる賛助会員がさらに増えますように願っ

ています。

昨年度の活動で特筆されますことは、ＮＴＴのご

好意で県内の電話ボックス内に「名古屋いのちの電

話」のステッカーを貼ることを認められ、ボランティ

アの協力を得て、約二千枚を貼ることができたこと

です。また、恒例となったチャリティーコンサート

は由紀さおりさん、安田祥子さん姉妹の演奏が好評

で当日券をお断りする程でした。さらに、秋には、

遠藤周作さんをお招きして講演会を開催し、公会堂

を１１１ぼ満席にすることができましたことは、命と

「いのちの電話」への｜斐】心が高まっていることの反

映と捉え、ご協力に感謝いたします。今後とも活動

についての皆様からのアイディアやご意見をお寄せ

また、「名古屋いのちの電話」の設立に際して、

呼掛け人の・４＝１心になり、準備期の事務局長として活

動してくださった山下政一さんは、カンボジアでの

新しい働きのために運営委員をお辞めになりました。

大切な人材を失うことは残念なことですが、多くの

優秀なボランティアが集まっていますので、力を合

わせて前進させて行きたいと思います。山下さんの

新しい地でのご活躍をお祈りいたします。なお、そ
の他の委員は、留任し、さらに数名の新委員を加え

て活動を充実させたいと張り切っていますのでご協

力をお願いいたします。（運営委員長塚田道生）

運営委員
塚 田
明 比
稲 垣
植 田
柿 本
清 島
須 田
須 藤

道 生
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馨
望

大，真

須栄子

静 代
よし子

潤
一顕

井

川

長

早

水 谷 巍

訓練委員会

「名古屋いのちの電話」はボランティアの集まり

です。志を持つ人々が、時間、労力、お金；ＳＥｒ提供し、

現代社会のさまざまな問題に直面し悩んでいる人々、

孤独に苦しむ人々と電話を通してつながりをもち、

励ましあい、共に生きることを確かめあっていこう
とする運動体です。決して専門家集団による悩みご

と相談の機関ではありません。

しかし、いのちの電話が社会に向かって開かれて

- ６ -



いる以上、責任のある、質の高い働きが求められて

いることを忘れてはなりません。各ボランティアに

相談員としての資質の向上が求められているのです。

訓練委員会の主な役割は、志を持つ人々に呼びか
け、自分の資質を研き、その能力を活用するボラン

ティア相談員となるよう援助ｔ。養成することです。

さらにもう一つ、相談員が電話相談という困難な働

きに携わりながら、相互研鍍し、さらに成長してい

く機会を提供することです。

訓練委員会はそのために、相談員養成講座、相談

員継続研修、ケース研究会、スーパービジョンなど
のプログラムの調整、立案を行っています。

「」ｉｉＪｉｉ４１１日：これまでに、第１期９１名。第２期
３９名。第３期３９名め方が認定を受けました。

この内、現在約１４０名が相談員として、毎日午前１０

時から午後１０時の時間帯に電話相談にあたっていま

す。４月１日から１台であった相談電話が２台にな

り、１日約４５件の相談電話を受けていますが、夜間

などには相談員が足りなくなることもあります。
このような中で、新しく相談員になろうと応募さ

れた３７名の方々を対象に第４期養成講座が’８８年４

月１９日から始まりました。この方々はこれから週１

回２時間半、計８回の体験学習と１泊研修からなる

人間関係基礎訓練、１７回の講義、ｔＯ回のロールプレ
イによる相談訓練、仮認定の後、実際的な相談訓練

などを経て約１年後に認定を受け正規の相談員とし

ｒて活躍していただくことになります。相当厳しい訓
練で、これを通過することは忍耐を必要とすると思
います。全参加者が頑張ってくださって、ひとりで

も多くの相談員が生まれることを願っています。

Ｆ‘ｉｉｉｉｊｉｉ］：相談員の資質の向上、相互援助によ
る成長を目指して、毎月１回、グループで訓練が行

われています。昨年、相談員の有志により「継続研

修を考える会」が生まれプログラムの調整にあたっ
ていてくださいます。今年度は、「人間関係体験学

習」「電話相談の実際」「感受性訓練」「ＴＡによる

自己理解」「箱庭療法」「組織の行動科学」「精神障
害と電話相談」「カウンセリングの技法と実際」な

- ７

ど１３の課題別訓練グループのどれか一つに全相談員

が参加しています。相談員が自発的にこのような訓

練の実施についての調整をし、自主的に参加してい

くのは、いのちの電話の本来の在り方だと思います。

［ミｉ回亘ｉｊＳ？Ｒｉ］：ケース研究会；６１１昨年から毎月１
回ひらかれ、多くの相談員が熱心に参加しました。

また、相談員は１年に１回専門家によるスーパー
ビジョンを受けることが義務ずけられており、これ

もだいたいにおいて実施されました。

上記の研修、訓練を実施するために、名古屋地方

在住のそれぞれの分野の多くの専門家４２名の方に、

講師、グループ訓練ファシリテーター、・あるいはスー
パーバイザーとしてご協力、援助をいただいている

ことを感謝しております。「一本のいのちの電話」

を守るために、多くの相談員のたゆまない努力、専

門家の方々の奉仕的なご協力、運動維持のため浄財

を捧げてくださる方々の志、それを集め運営に心を

用いるボランティアの努力、そしてこれらを総括し

ていてくれる事務局の働きがあることを思うとき、

その尊さをひしひしと感じます。それだけに、この
一本のいのちの電話をこれからも皆で守り育ててい

きたいと思います。

いのちの電話の目指すのは「隣人のよき友となる」

ということです。電話相談の場面だけではなく、各

自が生活している地域や職場、身近なところで、こ

れを実践することも大切であることを忘れないよう

にしたいと思います。（訓練委員長中堀仁四郎）

訓練委員
中 堀
加 藤
斎 藤
戸 田
佐 藤
長 岡
西 村
山 口
山 □

仁四郎
雄 -
延 技
安 士
興 紀
利 貞
洲衡男
幸 男
真 人



１９８７年度決算報告書

収 ＝ 入
科 目 決 算
賛助会費 ；３ｊ３９，０００

賛助会員（Ａ） １！，１！３０，０００

賛助会員（Ｂ） ７６０，０００

賛助会員（Ｃ） ５４９，０００

寄 付 金 ｊｌ湖５，８７９

個 人 １，９９２，６８９

団 体 １！，ｊ１４３，１９０

年１こ寄付金 １，（５９４，０９０

助 成 金 １，９５０，０００

特 別 事 業 ；ｌ，；３９８，３９０

講座受講料 ９９６，０００

受 取 利 息 ６，３１２

雑 収 入 １１３，５７８

前年度よりの繰越 △１１９，５６５

収 入 総 計 １６，０１３，６８４

１！）８７．４』～１９８８．３．３１

支 出
科 目 決 算
事 業 費 １，５２５，９３０

教 育 ・ 訓 練 １，３５４，８３０

広 報 １１８，９００

調 査 ・ 研 究 ５２，２００

渉 外 費 ０
事 務 費 １，６４４，２２５

通 信 費 ６１７，８８０

印 刷 費 ６１８，８６８

事 務 用 品 ２２５，５６７

会 議 費 ２７，２６０

旅 費 ・ 交 通 費 １０２，７３０

手 数 料 ５０，０２０

会 費 匹００
人 件 費 ７，４０８，１４２

給 与 手 当 （５，ｊ１６１，６６０

法 定 福 利 費 ５６６，９３２

福 利 厚 生 費 ２１，９５０

通 動 費 ３５７，６００

管 理 費 ２，（）８５，２１１

共 益 費 ４８０，０００

光 熱 費 ２６７，３００

電 話 料 ２８２，９３５

消 耗 品 ５４，９７６

保 険 料 ０
営 繕 費 ０
備 品 １，（）００，０００

雑 費 ０
租 税 公 課 ２，０００

減価償却費 ０
予 備 費 ０
法人化基金 ０
連盟分担金 ２３９，０００

支 出 小 計 １２，９０４，５０８

法人化基金へ返済金 １，５００，０００

今年度収支差 １，６０９，１７６

支 出 総 計 １（５，（）１３，６８４

８

？

乃



ｒ`

ぐ ｀£．／

１ ９ ８ ８ 年 度 予 算

収 入
科 目 予 算
会 費 ’７ｒ，（）５０，０００

法 人 １？，（）００，０００

賛助会員（Ａ） １？ｊＯ（），０００

賛助会員（Ｂ） １，２９０，０００

賛助会員（Ｃ） １，２６０，０００

寄 付 金 （５，（）００，０００

個 人 １，５００，０００

団 体 ２，５００，０００

年 末 ２周０，０００

助 成 金 １，（）００，０００

特 別 事 業 １？ぷ（｝０，０００

講座受講料 １，４９０，０００

受 取 利 息 １０，０００

雑 収 入 ５０，０００

収 人 総 計 １’７，（；００，０００

- ９

支 出
科 目 予 算
事 業 費 ｊｌ澗０，０００

教 育 ・ 訓 練 ；ｌ，２００，０００

広 報 ５５０，０００

調 査 ・ 研 究 １２０，０００

渉 外 費 １５０，０００

事 務 費 １，４６５，０００

通 信 費 ６５０，０００

印 刷 費 ５００，０００

事 務 用 品 ２０（），０００

会 議 費 １５，０００

旅 費 ・ 交 通 費 ５０，０００

手 数 料 ５０，０００

会 費 ０

人 件 費 １３，１５３０，０００

給 与 手 当 ’り８０，０００

法 定 福 利 費 ６７（），０００

福 利 厚 生 費 ３０，０００

通 勤 費 ４５０，０００

管 理 費 □７０，０００

共 益 費 ６００，０００

光 熱 費 ３７０，０００

電 話 料 ４００，０００

消 耗 品 ２００，０００

営 繕 費 ０

備 品 ２００，０００

雑 費 ５０，０００

租 税 公 課 ５，０００

連盟分担金 ２６０，０００

支 出 小 計 １６，１００，０００

法人化基金へ返済金 １，５００，０００

支 出 総 計 １’７，６（）０，０００



ご援助ありがとうございます
１９８７年１月１日より４月３０日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共

にご報告申し上げます。

名古屋いのちの電話
理 事 長 相 馬 信 夫

財務委員会＝ 個 人 会 員 ＝ （ 順 不 同 ・ 敬 称 略 ） 卜
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カ・トリック日比野教会
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賛助会員
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小川貞三・千重子

カトリック東山教会信徒会
日本キリスト教団刈谷教会
カトリック神言会膳棚教会
財団法人名古屋ＹＷＣＡ
日本キリスト教団天白伝道所
日本キリスト教団名古屋北教会
代倫電業
カトリック高蔵寺ニュータウン教会

名古屋ロータリークラブ
日本キリスト教団愛知教会
金城学院
中国料理新名
一宮カトリック教会

布池カトリック教会
尾西カトリック教会

● ● ㎜ ● ●

清島恒徳・須栄子

日本キリスト教団広路教会
小牧カトリック教会
日本聖公会中部教区伝道所
岐阜カトリック教会
鳴海教会
愛知教会っぼみ会
近藤家政婦紹介所伊藤幸子
岡崎修道院
（財）名古屋キリスト教
日本キリスト教団名古屋東教会
日本キリスト教団金城教会
神言会吉田聖
日本キリスト教団中京教会
緑ケ丘カトリック教会
聖心会名古屋修道院

Ｒ．Ａ．Ｍｅｒｒｉｔｔ
Ｎ Ｔ Ｔ 東 電 話 局

ひとりぽっちてＦ悩まずに

●

｜
Ｚ ． ＝ ● ● ㎜ ● ● 皿 ●

２００，０００円

す。午前１０時～午後１０時まで受け付けている相談電話２台を維持していくための資金は年間１７００万

円余です。どうぞＴ名古屋いのちの電話」の資金援助にご協力下さい。

＜郵便振替＞名古屋いのちの電話名古屋１-５３７５８

＜銀行振込＞名古屋いのちの電話東海銀行大津町支店（普通）４７７０２９

‾ ‘ ゜ ‾ ” ‾ ’ ・ ‾ ゜ ’ ‾ ’ ・ ‾ ’ ゜ ‾ ‘ ・ ‾ ” ‾ ’ ・ ‾ ‘ ・ ‾ ” ‾ ” ‾ ・ ’ ‾ ” ‾ ” ‾ ’ ・ ‾ ” ‾ ’ ゜ ‾ ・ ｀ ‾ ‘ ’ ‾ ゜ ’ ‾ ” ‾ ’ ・ ‾ ゜ ‘ ‾ ゛ ’ ‾ ’ ・ ！

名 古 屋 い の ち の 電 話 は 公 的 補 助 を 受 け な い ボ ラ ン テ ィ ア 運 動 で す 。 私 た ち の 活 動 が ２ ４ 時 間 体 制 を ｜

実 現 し 、 社 会 福 祉 法 人 と し て 認 可 さ れ る た め に は 、 さ ら に 多 く の 方 々 の ご 協 力 と ご 援 助 が 必 要 で ‾ Ｉ
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＝寄付（団体）＝
日本福音ルーテル希望教会
日本キリスト教団岡崎茨坪伝道所
日本キリスト教団豊山教会
長浦カトリック教会
カトリック教会
日本キリスト教団中京教会婦人会
日本キリスト教団愛知教会婦人部
城北自動車学校
聖心布教姉妹会
日本キリスト教会桜山教会
愛知守山教会
カトリック南山教会
名古屋聖マルコ教会
聖霊病院
幼き聖マリア修道会

＝助成金＝

愛知県共同募金会

＝ 寄 贈 ＝

電 話 加 入 権
シルノ｀４-フォーン
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くるし々なやみいっしょに

相 談 電 話 ０ ５ ２ （ ９ ７ １ ）
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２４日（水）

３月７日（月）

１１日（金）

１４日（月）

１５日（火）

１４日（月）
Ｓ

２５日（金）

２７口（日）

２９日（火）

３０日（水）

４月９日（土）

１８日（月）

１９日（火）

２５日（月）

２６日（火）

【ＭＥＭＯ】

主事会（於・京都）
運営委員会
財務委員会
継続研修を考える会
理１・Ｉｒ会・訓練委貝会
世話人会
日本いのちの電話連盟
事務局会議（於・大阪）
運営委貝会
訓練委員会
近畿・束海ブロック
統計担当者会議（於・神戸）
財務委員会
訓練委員会
財務委員会
迎営委員会
世話人会

改装工事

スーパーバイザー懇談会

吋務委口会

登録のための研修会

第４期相談員而接

迎営委員会

第４明相談員養成講座開始

訓練委貝会

財務委員会

相 談 員 は い ま … …

☆４月１日から相談電話が１台増設され、合わ

せて２台になりました。１期生、２期生、３

期生が力と都合をあわせて、電話を受けてい

ます。

☆今年度の継続研修が始まりました。１・２・

３期生混成の１２グループが編成されました。

各 グル ープ は フ ァ シ リ テ ー タ ー を 中 心 に 、 新

たな学習と出合いの場になっています。

☆第４期生の相談員養成講座が４月から開始さ

れました。３６名が毎週１回、研修に励んでい

ます。蒸暑い７月、８月、夏休みもなしに研

修は統きます。

ｊ即今・

今日も朝からかなりの雨が降っています。
Ｎ０．１Ｌ１９８７年度の事業報告号やっとできあがりました。毎度のことなからもう少し早くからやっ

ていればよかったと思いつつ、それでも皆様のお手元に届けることかできてほっとひと安心です。
’８８、６月２９［ｉ

名古屋いのちの電話
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